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（目的） 

第１条 本規程は，標準委員会（以下，「委員会」という）の組織・運営を定めることを目的とする。 

 

（任務） 

第２条 委員会は，次の各号に掲げる事項について審議および連絡調整する。 

(１) 原子力に関する基準，指針（以下，これらを「標準」という。）の作成・および制定，な

らびに制定された標準の維持管理および改廃。 

(２) 国際標準原案・日本工業規格原案等の作成。 

(３) 制定した標準の普及ならびに標準に関する講演会・講習会等の開催。 

(４) 国内外の学協会等の標準化作業との連絡および調整。 

(５) その他原子力に関する標準化事業の推進に関して必要な事項の検討，実施。 

 

（組織） 

第３条 委員会は，委員長，副委員長，幹事を含む委員若干名をもって組織する。 

２ 委員会には，委員長 1 名，副委員長，幹事をおく。副委員長，幹事は必要に応じ複数名をおくこ

とができる。 

３ 委員は委員会にて選任し，会長が委嘱する。委員の選任方法については別に定める。 

 

第４条 委員会の円滑な運営を図るため，幹事会およびタスクグループを置くことができる。設置の

詳細は，別に定める。 

２ 標準または国際標準等の原案の作成を行うため，委員会の下には，専門部会，分科会および作業

会を設けることができる。これらの詳細は，別に定める 

 

（任期） 

第５条 委員の任期は２年とし，再任をさまたげない。 

 

（委員長） 

第６条 委員長は，委員の互選により選任する。 

２ 委員長は委員会を招集し，会務を総括する。 

 

（副委員長） 

第７条 副委員長は，委員のうちから委員長が指名する。 

２ 副委員長は，委員長を補佐し，委員長に事故あるとき，その職務を代理する。 

 

（幹事） 

第８条 幹事は，委員のうちから委員長が，副委員長と協議して指名する。 

２ 幹事は，委員長，副委員長を補佐して会務を整理し，委員長および副委員長に事故あるときは，

その職務を代理する。 

 

１１０１ 



(委員) 

第９条 委員は，会務を処理する。委員は，職務の重要性を認識して活動しなければならない。 

 

(委嘱) 

第１０条 委員は，会長が委嘱する。 

 

（議事） 

第１１条 委員会の議事は，委員総数の３分の２以上の出席により成立する。 

２ 委員会における議決は，挙手または投票による。ただし，以下の議案の決議は投票によらねばな

らない。 

(１) 標準の制定，改定，廃止 

(２) 本規程の制定，改定，廃止 

(３) その他委員長が必要と認めたもの 

３ 挙手による決議を行う場合，出席者の３分の２以上の賛成をもって可決とする。 

４ 投票による決議の方法は，別に定める。 

 

(代理者) 

第１２条 委員は，やむを得ず委員会を欠席する場合，同一業種の者を代理として指名することがで

きる。代理者は委員と同じ権利を有する。なお，代理者が連続して委員会に出席する場合は委員

会の承認を必要とする。 

 

(委員以外の者の出席) 

第１３条 委員会は公開で行い，オブザーバの参加を認める。オブザーバは，委員長の許可のもと発

言することができる。 

 

（記録） 

第１４条 委員会は，公平，公正，および公開性を確保するため，特に委員の構成，審議過程，公衆

審査および記録の保存について十分留意するものとし，別にその詳細を定める。 

 

（理事会への報告） 

第１５条 委員長は，委員会の審議結果等の重要事項を理事会に報告する。委員長が報告できない場

合は，代理者を立てることができる。 

 

（改定） 

第１６条 本規程の改定は，委員会の審議により決定し，理事会の承認を得るものとする。 

 

附則 

１ この規程は平成 11 年 9 月 22 日から施行する。 

２ 改定履歴 

① 平成 11 年 9 月 22 日 第 416 回理事会決定 

② 平成 22 年 6 月 18 日 第 510 回理事会改定 

③ 平成 26 年 11 月 28 日 第 5 回理事会改定 

 

附則 

１ 平成 26 年 11 月 28 日承認の規程は理事会承認日から施行する。 

 


